
1.沿 革

昭和４５年１０月 保健所検査室を統合し，１所（課）３係（職員数１３名）で衛生試験所発足（中央保健所に

併設）．

昭和４８年 ４月 部長制が敷かれ，１所（部）１次長（課）３係（職員数２９名）となる．

昭和４８年 ８月 本館４・５階を増築．

昭和５０年 ４月 １所（部）２課３係（職員数３６名）となる．

昭和５８年 ４月 １所（部）２課４係（職員数３６名）となる．

昭和６１年 ４月 １所（部）２課４係１主査（職員数３６名）となる．

平成 元年 ４月 １所（部）２課４係２主査（職員数３６名）となる．

平成 ２年 ３月 旧第一病院の仮庁舎に移転．

平成 ４年 ４月 １所（部）２課４係４主査（職員数３９名）となる．

平成 ５年 ４月 １所（部）２課４係４主査（職員数４１名）となる．

平成 ７年 ４月 １所（部）２課４係５主査（職員数４２名）となる．

平成 ８年 ４月 １所（部）２課５係６主査（職員数４３名）となる．

平成 ９年 ３月 新庁舎に移転（中央区地行浜二丁目１番３４号）となる．

平成 ９年 ４月 １所（部）３課５係６主査（職員数４３名）となる．

平成 ９年 ５月 衛生試験所から保健環境研究所に名称変更． ｢まもるーむ福岡｣オープン．

平成１１年 ４月 １所（部）３課５係５主査（職員数４２名）となる．

平成１２年 ４月 保健福祉局から環境局へ移管，１所（部）３課１係９主任研究員 (職員数４３名）となる．

（技術職の係長，主査制は廃止され，主任研究員制となる．）

平成１２年１０月 廃棄物試験研究センターが保健環境研究所の所属となる．

１所（部）３課 １所（課）１係 １２主任研究員（職員数５２名）となる．

平成１３年 ４月 スタッフ制導入（課長制は廃止され， 主席研究員制となる．）

１所（部）３主席研究員 １所（課）１係 １２主任研究員（職員数４９名）となる．

平成１５年 ４月 本庁環境啓発課の環境情報係と主査(有害汚染物質専任)が保健環境研究所の所属となり，企画

調整課が設置される．１所(部)，１課，２主席研究員，１所(課)，２係，１主査，１２主任研

究員（職員数５３名）となる．

平成１９年 ４月 企画調整課が廃止され，企画調整係が総務係に名称変更し，環境情報係・主査(有害汚染物質

専任)は環境対策推進部環境保全課へ移管．又，環境科学部門の博多湾担当を廃止し、環境生

物担当は水質担当に名称変更となる．｢まもるーむ福岡｣の業務は総務部環境啓発課に移管とな

る．１所(部)，２主席研究員，１所(課)，１係，１１主任研究員（職員数４６名）となる．

平成２０年 ４月 主席研究員を廃止し，環境科学課と保健科学課を設置した．又，総務係を管理係とし，環境科

学課に移管．１所(部)，２課，１所(課)，１係，１１主任研究員（職員数４６名）となる．

2.施 設

㎡１階 まもるーむ福岡 敷地面積：５，７９９

㎡２階 会議室・技術研修室 延床面積：７，３８４．４１

（うち，「まもるーむ福岡」５５０㎡）３階 所長室

管理係・環境監視センター・情報資料室 高 さ：２８．４ｍ

保健科学課 細菌担当 構造規模：鉄骨鉄筋コンクリート造地上５階

(微生物) ウイルス担当

感染症担当 ・廃棄物試験研究センター 資源化担当

４階 保健科学課 食品化学担当 工場担当

(理化学) 微量分析担当 埋立場担当

５階 環境科学課 環境化学担当 所在地：福岡市東区箱崎ふ頭４丁目13－42

㎡水質担当 臨海工場内３階：面 積：６２０

大気担当
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